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北米原産のアライグマ Procyon lotorが北海道全

域で個体数と分布域を増大しつつあり，生態系への

悪影響が懸念されている 。そして，1992年以降，

野幌森林公園でもアライグマの生息が確認さ

れ (図１），既にアオサギコロニーなどの放棄

などのような生態系への悪影響が報告されてい

る (ただし門崎・李 のような異論も有る）。ま

た農業被害が酪農学園大学構内や周辺地域でもが続

出し深刻な事態に陥っており ，ついに1999年，酪

農学園大学からもアライグマの有害駆除申請が石狩

支庁に提出された。

野幌森林公園は江別市，札幌市および北広島市に

またがる面積2,051haの平地林で，あたかも石狩低

地帯に浮かぶ島のような地域である。また，札幌市

中心街から東方約11から15kmと非常に近接して

いることから，数多くの観光者が訪れ，この公園に

接する酪農学園大学や多くの小中学校でも日常の教

育活動に利用されている 。

そのようなことから，野幌森林公園における移入

種アライグマが公衆衛生学的悪影響の検討は必須で

ある。特に我々は，野幌森林公園を含む石狩低地帯

各地のアライグマの内外寄生虫や人獣共通感染症の

病原体などの分析とこれに関わるアライグマの食性

調査を1995年から開始し，これまでに調査結果の一

部を学術誌に公表してきたが，現段階で卒業論文や

学会などの報告に留まっているものもある。将来的

には，データを補強し学術誌における公表を目指す

が，人体の健康に関わる事例も有り，速報性が求め

られていることも事実である。また，この調査には

多くの研究者が関わるものであり，今後の調査の方

向性を模索するためにも整理しておく必要性が生じ

たので，今回，これまでの進捗状況をまとめた。

２．蛔 虫 類

公衆衛生学的には，アライグマ蛔虫 Baylisascaris
 

procyonis（亜科Ascaridinae）による幼虫移行症が

欧米で報告されており，日本でも展示・飼育のアラ

イグマ個体には同線虫が普通に寄生する 。

このようなことから，我々はこの線虫を主眼に置

いた調査を実施した。1995年９月から1999年10月

にかけて野幌森林公園を含む北海道石狩低地帯の各

市町村で主に有害駆除あるいは調査捕獲（図２）さ

れた合計198個体のアライグマについて，その消化

管を含む諸臓器あるいは消化管のみを材料に寄生蠕
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虫類を調査をした。その結果 ，札幌市羊が丘

の１個から蛔虫類成虫８虫体が得られた。しかし，

詳細に形態学的検討をしたところ，この種はアライ

グマ蛔虫ではなく，別亜科 Toxocarinaeの狸蛔虫

Toxocara tanuki Yamaguti,1941であった。この種

は日本産狸に普通に寄生し，野幌森林公園で保護さ

れたエゾタヌキでも見つかっている 。しかし，狸蛔

虫がタヌキ以外の動物から発見されたことはなかっ

た。タヌキ蛔虫の場合も，他の Toxocara属の蛔虫類

と同様に，含幼虫卵の経口的摂取により感染が成立

すると考えられる。今回のアライグマにおける寄生

も，当該アライグマが摂食した餌が，蛔虫卵を含む

タヌキ糞便に汚染された事により感染が成立したと

推測された 。

ところで，この蛔虫種の同定を確実にするために，

rDNAの一部について塩基配列が解析された 。ア

ライグマではアライグマ蛔虫と狸蛔虫のほか，犬蛔

虫 Toxocara canisも記録されているようなので ，

仮にこれら虫体の一部しか検出されない場合，この

ような分子生物学的手法が確立されていることはア

ライグマの寄生蠕虫類疫学調査では有益なものとな

ろう。

これまでのところ狸蛔虫による人体寄生例の報告

はないが，Toxocara属の犬蛔虫や猫蛔虫では人体

（特に子供）で幼虫移行症を引き起こすことが知られ

ており ，アライグマの出没する地域では子供の手

洗い励行など務めるべきである。

なお，我々がこれまでに調査した野生化アライグ

マの個体数（現在進行中の野幌森林公園産アライグ

マ食性調査の個体を含む）（的場ら，報告予定）は240

を越えたが，アライグマ蛔虫は見つかっていない。

しかしこれは，不在を示すことではないことは浅川

ら でも主張した。蛔虫類は肉眼でも十分に見つけ

ることができるので，少なくとも有害駆除後の死体

についてはその好適寄生部位である小腸の検査だけ

でも継続されるべきであろう。

このほかに，札幌市で捕獲された２個体のアライ

グマの結腸から同じく亜科 Toxocarinaeの蛔虫類

Porrocaecum sp.の第４期幼虫と考えられる線虫が

発見された 。Porrocaecum属の被嚢幼虫は野幌

森林公園のトガリネズミに普通に寄生し，時にコノ

ハズクなど猛禽類では，トガリネズミの死体を食べ

た事により寄生すると考えられている 。アライグ

マがトガリネズミの死体を食べていてもそれほど不

思議では無かろうが，成虫にはならないと考えられ

る。なお，野幌森林公園内で学術捕獲されたアライ

グマの消化管から，小哺乳類の死体を餌資源とする

シデムシ幼虫が見つかっており（的場ら，報告予定），

このような死体ごとシデムシをとり込んだことが示

唆されている。

いずれにしろ，Porrocaecum属は宿主特異性の面

からも，またアライグマ体内での発育程度からも，

ヒトへの感染は考えにくく，公衆衛生学的な意義は

少ない。

アライグマ蛔虫と同じ亜科Ascaridinaeに所属

し，Baylisascaris属と形態学的に近似する Lago-
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図1 野幌森林公園萩野の池周辺で発見されたアライグ

マ（上下とも1998年春，酪農学園大学野生動物生

態研究会・吉沼利明氏撮影)

図2 野幌森林公園瑞穂池におけるアライグマ捕獲調査

状況（石狩支庁委託：1999年５月頃)



chilascaris属がアライグマから報告されている（付

録参照）。この属の線虫がヒトの膿瘍から発見されて

いるが，発生している地域が西インド諸島から南米

にかけた地域であり，ヒト寄生種は L.minorで種

が異なるので ，公衆衛生学的な意義は不明である。

３．その他線虫類

山田 およびYamadaら により，アライグマ

から Molineus legerae（モリネウス科），Ancylos-

toma kusimaense（鉤虫科）および，Capillaria putorii

（毛細頭線虫科）が記録された。これら線虫類のうち，

野幌森林公園のエゾタヌキNyctereutes  procyo-

noidesから M.legeraeとA.kushimaenseが見つ

かっている 。これら両線虫は直接感染型の線虫類

であり，先の狸蛔虫の例とを考え合わせると，内部

寄生線虫類のデータが，在来種である狸と野生化し

たアライグマの生活圏が重なっていることを示す証

左の一つとなると考えられている 。原産地の北

米各地では旋毛虫症の原因線虫 Trichinella spp.が

アライグマから見つかっている（付録参照）が，日

本でも本属線虫は定着しており ，アライグマが

新たな媒介者になる可能性がある。

４．吸 虫 類

これまでにアライグマからは次の吸虫５種，すな

わち異形吸虫科の高橋吸虫 Metagonimus takaha-

shiiと宮田吸虫 M.miyatai，棘口吸虫科の Eupary-

phium sp.，斜睾吸虫科の Plagiorchis murisおよび

ブラキライマ科吸虫科の Brachylaima sp.が報告さ

れたが ，Euparyphium sp.を除く吸虫類につ

いては既に野幌森林公園とその周辺のネズミ類や第

１中間宿主カワニナから同種あるいは同属の虫体が

検出されていた 。

これらの感染は第２中間宿主動物である淡水虫の

魚やカエル，あるいは無脊椎動物の摂食によって起

きる。したがって，これらの吸虫類の寄生が見られ

たことは，アライグマが餌資源としてこれらの淡水

性の動物も利用していたことの証左になり，実際，

野幌産アライグマの食性調査でもこのような淡水産

生物が消化管から検出されている 。

一般に吸虫類成虫の宿主域は広いので，ヒトへの

感染は当然ながら予想されるが，終宿主から直接感

染するものではない。よってこれまでにアライグマ

から記録された吸虫類に限ってみれば，アライグマ

の存在は公衆衛生学的にさほど重要視する必要はな

いかも知れない。しかし，アライグマが中間宿主動

物の濃厚に存在する水系に沿って移動するので，吸

虫類の拡散には基本的に好適な終宿主動物種の一つ

である。したがって，日本住血吸虫 Schistosoma
 

japonicumは山梨県，広島県および北九州など一部

地域で猖獗を極めた種であったが，もしそのような

地域で野生化アライグマの個体数の著しい増加が起

きれば，疫学的調査が必要となる。なお，原産地で

は住血吸虫科吸虫の報告があり（付録参照）警戒す

べきである。

５．多 包 条 虫

野幌森林公園内における野ネズミ類の寄生虫調査

は1960年，1970年および1980年代に実施された

が ，多包虫 Echinococcus multilocularisは認めら

れなかった。ところが，1993年にこの地域の多包虫

が初めて検出された後 ，酪農学園大学周辺の森林

内で採集されるエゾヤチネズミ（時にヒメネズミ）

には多包虫感染が普通に寄生しているのが現状であ

る。したがって，野幌森林公園で野生化したアライ

グマがこれら野ネズミ類を恒常的に餌資源としてい

る場合，多包条虫感染に警戒すべきである。

ところが，野生化したアライグマの胃内容物の分

析で哺乳類の検出例は少なく，キツネに比べ野ネズ

ミ類を捕食することは明らかに少ないと考えられ

る。我々の調査では唯一，1999年４月，野幌森林公

園北部の中央部（大沢園地）で発見されたアライグ

マ１個体の死体の胃からエゾヤチネズミの臼歯と体

毛が検出された例があるが （図３），多包条虫は検

出されなかった。

以上のように，たとえ野ネズミ類の捕食は少なく

とも，多包虫に感染しておれば腹部膨満により野ネ

ズミの動きが鈍化し，アライグマに補食されやすく

なることは明らかである。しかし，アライグマにお

ける多包条虫感染の報告は見当たらないばかりか，

野幌森林公園に生息するアライグマの寄生蠕虫類

図3 野幌森林公園大沢園地にて発見されたアライグマ

（As1297）死体の消化管内容物（エジヤチネズミの

臼歯と体毛を含む)
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肉食獣でありながら条虫科 Taeniidaeの報告が見

あたらない（付録参照）。このことは，北海道立衛生

研究所で多包条虫感染動物の海外の情報を収集され

ている八木欣平氏（私信）も同様であった。また，

山田 による感染実験でも感受性は認められな

かったことから，おそらく多包条虫に関しては，今

のところアライグマは対象から除外しても良いかも

知れない。しかし，多包条虫を肉眼で検出すること

は実際の作業上では困難であることから，可能な限

り糞便内抗原の検査が望ましい。

６．外部寄生虫およびウイルス含むその他の病原体

山田 の調査により，野生化したアライグマから

タヌキマダニを含む３種のマダニ類が検出された。

なお，Vet-CDなどの二次資料によれば，ダニ類

（Androlaelaps，Dermacentor，Amblyomma，

Haemaphysalis，Ixodes，Demodex），ノ ミ 類

（Chaetopsylla，Orchopeas，Pulex，Ctenocephalides），

シラミ類（Trichodectes）などがアライグマで記録さ

れている。また，原虫類ではシャガース病の

Trypanosoma cruziをはじめ，Giardia sp.,Naegler-

ia sp., Toxoplasma gondii, Neospora caninum,

Cryptosporidium parvum,Babesia lotori,Eimeria
 

procyonis,E. nuttalli, Isospora chobotari, Sarcocys-

tis spp., Hepatozoon procyonis, Hammondia par-

dalisなどが報告されている。

狂犬病ウイルスについては，神山ら感染症研究所

のチームが野幌産20個体を含むアライグマの血液

および脳サンプルについて，その抗体の有無を検討

したが陰性であった 。よって，現時点ではそれほど

おそれる必要はなさそうである。しかし，前述の二

次資料などでは1994年に韓国で野生化しているア

ライグマで狂犬病ウイルスの抗体が検出されてお

り，注意が必要である。ほかに次のような微生物が

アライグマで報告されている；狂牛病プリオン，犬

ジステンパーウイルス，犬パルボウイルス，犬伝染

性肝炎ウイルス，猫パルボウイルス，犬アデノウイ

ルス，ミンクアリューシャン病ウイルス，ロタウイ

ルス，パピローマウイルス，アライグマポックスウ

イルス，アルボウイルス，La Crosseウイルス，ヘ

ルペスウイルス様ウイルス，オーエスキー病ウイル

ス，Jamestown Canyonウイルス，Trivittatusウイ

ルス，エーリヒア症リケッチア，ライム病ボレリア，

野兎病菌，Ｑ熱コクシエラ菌，ブルセラ菌，デルマ

トフィルス菌，レプトスピラ菌，ペスト菌，気管支

敗血症菌，各種サルモネラ菌，Tyzzer病菌，連鎖球

菌，ノカルデイア様放線菌。

７．野幌産アライグマの食性に見た疫学調査の方向

性

野幌森林公園は序で述べたように，石狩低地帯と

いう海に浮かぶ島のような環境であり，この森林を

モデルに有効な駆除法確立を目指した生態学的調査

と行動学的調査が，北海道大学文学部 池田透氏や

酪農学園大学野生動物生態研究会，道や石狩支庁の

環境関連のセクションなどの協力のもと継続されて

いる。その一環として，野幌産アライグマの食性に

ついて油谷 の研究があるが，調査期間が秋期の

３ヶ月で，テレメトリー調査のため捕殺ができず糞

便を材料としたなどの制約がある。そこで今回，的

場ら を中心に通年捕殺された消化管内容物によ

る食性分析が実施中であるが，これまでのところ，

秋期以外では，トンボ，イトトンボ，セミ，アリ，

ハチ（巣）などの昆虫，軟体動物，魚類，両生爬虫

類，鳥類，哺乳類（エゾヤチネズミ，前出），コクワ・

ヤマブドウなどの果実など多種多様な餌資源を利用

していた。これらの動物性餌資源の多くは吸虫類や

一部線虫類の中間宿主動物である可能性が高く，こ

れまでに判明した寄生蠕虫相に反映してるものとい

える。

一方，人為的なものとして，ゴミステーションで

利用されるような緑色のネットやビニール袋，プラ

ステイック，布なども検出されるなど，恒常的なゴ

ミへの寄り付きも示唆された。さらに，森林中心部

で捕獲された個体でも畑作物が検出されており，森

林周辺地域をも含む広範囲を生活圏としていること

が推測された。

以上から，在来種補食による直接的影響のほか，

人の生活空間への侵出に伴う病原生物のモニタリン

グの必要性が示唆された。池田氏の試案が示すよう

に（図４），個々の調査結果は移入種アライグマの対

策計画の中に有効に生かされる必要があり，生態学

的な調査が我々の疫学調査結果の考察のベースとな

り，これがまた調査計画の中に還元される必要があ

る。

この実現のためには個々の機関の密接な連繫が必

要である。著者のうち，浅川と的場は野幌地区にお

ける道あるいは石狩支庁などの調査チームの一員で

あり，かつ酪農学園大学農場の要請を受け構内にお

ける駆除も行う。時に，アライグマの行動圏を追跡

する北海道大学池田研究室のテレメ装着個体が大学

構内で少なからず捕獲され，その処遇に窮したこと

もあった。また愛護活動を主眼にした個人やグルー

プなどとのジレンマに陥る場面もあった。が，息の
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長い調査を継続するためには，生産地帯や地域住民

の理解と協力が不可欠である。そのためにも研究者

は得られたデータを社会に対し積極的に公開してい

く必要がこのアライグマ調査を通じ再確認された。
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図4 移入哺乳類対策試案調査（北海道大学・池田透氏作成；2000年２月17日石狩

支庁・空知支庁主催アライグマフォーラム資料より本人の許可を得て転載)

5野幌森林公園に生息するアライグマの寄生蠕虫類



のご協力を得た。なお，野幌におけるアライグマの

食性と寄生虫については，今後，著者の一人，的場

を中心に通年データの揃った時点で専門誌に投稿す

ることを予告する。

要 旨

北海道で野生化したアライグマ寄生虫と感染症の

疫学調査の今後の方向性を探る目的で，これまでの

関連情報を総説した。これまでの宮下 ，浅川ら お

よびYamada et al. の報告をまとめると，日本の

アライグマから10種の寄生蠕虫種，すなわち アラ

イグマ蛔虫 Baylisascaris  procyonis，狸蛔虫 Tox-

ocara tanuki, Porrocaecum sp.（幼虫），Molineus
 

legerae, Ancylostoma kusimaense，高橋吸虫

Metagonimus takahashii，宮田吸虫 M.miyatai,

Euparyphium sp.，鼠斜睾吸虫 Plagiorchis murisお

よび Brachylaima sp. が報告されている。しかし，

この総説までに野幌森林公園を中心とした石狩地方

で野生化したアライグマ240個体以上を調べている

が，アライグマ蛔虫は未検出であった。しかし，日

本の動物園展示用あるいは愛玩動物用アライグマで

はこの蛔虫は高率に寄生しており，調査は継続すべ

きである。
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Summary
 

To provide an overview of the epidemiological assessment of feral raccoons (Procyon lotor)captured in
 

Hokkaido, Japan, we reviewed the literature dealing with the ascarids, other nematodes, trematodes,

cestodes,and other pathogens associated with feral raccoons. Ten helminth species were documented from
 

P. lotor in Japan between 1993 and 1999, viz., Baylisascaris procyonis, Toxocara tanuki, Porrocaecum sp.

(larvae),Molineus legerae, Ancylostoma kusimaense, Metagonimus takahashii, M. miyatai, Euparyphium sp.,

Plagiorchis muris and Brachylaima sp.. However,B.procyonis,a parasite of considerable concern to public
 

health,has not been reported in the feral raccoons,although to date over 240 individual raccoons captured
 

in Hokkaido have been checked for helminths. Nevertheless,the screening should be continued because the
 

ascarids of the raccoons are also known to parasitize pets and zoo animals.
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扁形動物門 Platyhelminthes
吸虫綱 Trematoda
棘口吸虫科 Echinostomatidae

 
Euparyphium beaveri

異形吸虫科 Heterophyidae
 

Metagoneimoides oregonensis
 

Phagicola angrense
 

Euryhelmis squamala
ミクロファル科 Microphallidae

 
Carneophallus choanophallus

 
C. basodactylophallus

 
Microphallidae gen.sp.

二腔吸虫科 Dicrocoeliidae
 

Eurytrema procyonis
 

Robertdigenea dollfusi
 

R. dicrocoeliidae
アラリア科 Alariidae

 
Alaria alarioides

 
A.marcianae

 
Pharyngostomoides adenocephala

 
P. procyonis

 
Fibricola cratera

 
F. lucida

 
Procyotrema marsupiformis

住血吸虫科 Schistosomatidae
 

Heterobilharzia americana
 

Schistosoma mansoni
ブラキライマ科 Brachylaimidae

 
Brachylaima virginia

 
Maritremionoides nettae

フィロストマ科 Psilostomatidae
 

Grysoma singularis
 

G.singulare
肺吸虫科 Troglotrematidae

 
Paragonimus kellicotti

斜睾吸虫科 Plagiorchiidae
 

Parallelorchis diglossus
プロヘミストマ科 Prohemistomatidae

 
Mesostephanus appendiculatoides

条虫綱 Cestoda
裸頭条虫科 Anoplocephalidae

 
Atriotaenia incisa

 
A. procyonis

裂頭条虫科 Diphyllobothriidae
 

Spirometra mansoides
中擬条虫科 Mesocestoididae

 
Mesocestoides variabilis

鉤頭動物門 Acanthocephala
 

Oligacanthorhynchidae
 

Macracanthorhynchus igens
 

Oligocanthorhynchus tortuosa
 

Centrorhynchidae
 

Centrorhynchus wardae
 

Plagiorhynchidae
 

Prosthorhynchus gallinagi

線形動物門 Nemathelminthes
無ファスミッド綱 Aphasmidia
毛細頭線虫科 Capillariidae

 
Capillaria aerophila

 
C. plica

 
C. procyonis

 
C. putorii

 
Eucoleus sp.

旋毛虫科 Trichinellidae
 

Trichinella sp.

T. pseudopilalis
 

T. spiralis
腎虫科 Dioctphymatidae

 
Dioctphyme renale

有ファスミッド綱 Phasmidia
蛔虫科 Ascaridae

 
Baylisascaris columnaris

 
B. procyonis

 
Lagochilascaris major

 
Toxocara canis

カスラニア科 Kathlaniidae
 

Cruzia americana
蟯虫科 Oxyuridae

 
Enterobilus sp.

鉤虫科 Ancylostomatidae
 

Arthrocephalus lotorlis
 

A.maxillaris
 

Cameronector (＝Necator) urichi
 

Uncinaria lotoris
 

Placoconus lotoris
 

Tetragomphius procionis
クレノソーマ科 Crenosomatidae

 
Crenosoma goblei

住血線虫科 Angiostrongylidae
 

Procyonostrongylus muelleri
モリネウス科 Molineidae

 
Molineus barbatus

オンコセルカ科 Onchocercidae
 

Dirofilaria imitis
 

D. tenuis
 

D. cancrivori
 

Dipetalonema procyonis
 

Tetrapetalonema llewellyni
 

Acanthoceilonema procyonis
 

Brugia beaveri
 

Mansonella llewellyni
アクアリア科 Acuariidae

 
Synhimantus longigutiurata

 
Skrjabinoclava sp.

顎口虫科 Gnathostomatidae
 

Gnathostoma procyonis
 

G.sp.
胞翼虫科 Physalopteridae

 
Physaloptera maxillaris

 
P. rara

眼虫科 Thelaziidae
 

Thelazia californiensis
ゴンギロネマ科 Gongylonematidae

 
Gongylonema pulchram

メジナ虫科 Dracunculidae
 

Dracunculus insignis
 

D. lutrae

付録

一覧表 国外で報告されているアライグマの寄生蠕虫類

原産地のみならず移入種として生息するヨーロッパや旧ソ連などの地域で報告されていアラ

イグマ（おもに Procyon lotorであるが，一部，南米のカニクイアライグマ P. cancrivorusの

報告も含む）の寄生蠕虫類について，Helminthological Abstracts（CAB）やVetCDなどを参

考にまとめた。なお，それぞれの所属の科はAnderson et al. ，Khalil et al. および Skrjabin
 

et al. を参照した。
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